
で
、
激
し
い
雨
が
降
る
前
に
河

川
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
友
達

を
集
め
ま
し
た
。
唐
揚
げ
や
い

ろ
い
ろ
な
お
や
つ
を
食
べ
な
が

ら
、
充
電
し
て
い
る
携
帯
電
話

で
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。
結

局
僕
が
消
防
団
に
呼
ば
れ
た
の

で
、
友
達
は
帰
宅
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
避
難
指
示
に
よ
っ

て
避
難
所
に
行
っ
た
友
達
も
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
ん
な
集
い
を

開
催
し
た
い
で
す
。
外
が
危
険

に
な
る
前
に
、
安
全
な
家
で
食

事
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
安
全

の
確
保
を
す
る
た
め
で
す
。
近

年
は
感
染
防
止
対
策
も
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
家
族

な
ど
少
人
数
の
集
ま
り
の
ほ
う

が
大
人
数
で
混
ん
で
い
る
場
所

に
行
く
よ
り
安
全
で
す
。
災
害

時
に
は
家
族
や
友
達
と
の
つ
な

が
り
が
普
段
以
上
に
大
切
だ
と

感
じ
ま
す
。

　

こ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
皆
で
命
を
守
り
た
い

で
す
。

「災害時の集い」Disaster Gathering

　

日
本
の
10
月
は
強
い
台
風
の

月
だ
と
思
い
ま
す
。
台
風
は
来

日
し
て
か
ら
初
め
て
経
験
し
た

事
で
、
故
郷
の
シ
ア
ト
ル
市
で

は
あ
り
得
な
い
で
す
。
し
か
し

シ
ア
ト
ル
で
は
秋
に
な
る
と
、

暴
風
は
多
く
、
度
々
停
電
に
な

り
ま
す
。
子
ど
も
の
時
、
家
族

は
皆
で
居
間
に
集
ま
っ
て
、
ろ

う
そ
く
の
灯
り
の
中
で
話
し
た

り
風
を
聞
い
た
り
し
て
い
た
事

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

2
年
前
の
令
和
元
年
東
日
本

台
風
が
近
づ
い
た
時
、
同
じ
よ

う
な
事
を
し
て
み
ま
し
た
。
僕

は
安
全
な
所
に
住
ん
で
い
る
の

連載コラム

国際交流員の
活動日誌
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地域の魅力 企画展「冨田洋
ようようてい

々亭と狂歌」②
〜冨田洋々亭の作品〜

冨田洋々亭と狂歌
企画展

12/26㊐まで開催
保原歴史文化資料館

　

狂
歌
は
、
社
会
風
刺
や
皮

肉
、
滑
稽
を
盛
り
込
み
、
五
・

七
・
五
・
七
・
七
で
構
成
し
た

短
歌
（
和
歌
）
で
す
。
江
戸
時

代
の
天
明
年
間 

（
１
７
８
１
～

１
７
８
９
）
に
江
戸
を
中
心
に

流
行
し
、
以
後
全
国
に
広
ま
っ

て
い
き
ま
す
。

　

狂
歌
で
は
「
連
」
と
呼
ば
れ

る
同
好
者
の
集
団
を
つ
く
り
ま

す
。
作
品
募
集
、
成
績
優
秀
者

を
ま
と
め
た
「
番
付
」、
浮
世

絵
師
が
描
く
姿
絵
を
含
む
作
品

集
が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
大
半
は
江
戸
で
の
出
版

に
な
り
ま
す
。

　

作
品
集
の
ひ
と
つ
『
狂
歌
陸

奥
百
歌
撰
』
は
、
千
柳
亭
唐
丸

の
編
者
、
文
政
２
（
１
８
１

９
）
年
に
仙
台
の
芳
潤
館
と
い

う
版
元
か
ら
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
す
。
大
半
の
狂
歌
集
は
、
狂

歌
号
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
で
読
ん

で
お
り
、
実
名
は
不
明
な
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
こ
の
選
集
は

陸
奥
国
内
で
活
躍
し
て
い
た
狂

歌
師
の
居
住
地
と
実
名
が
記
し

て
あ
る
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

宮
城
県
と
福
島
県
の
狂
歌
師

百
人
の
名
前
と
狂
歌
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
福
島
県
内
で
は
白

河
13
人
、
桑
折
５
人
、
福
島
４

人
、
伊
達
４
人
、
国
見
４
人
、

郡
山
３
人
と
続
き
、
全
45
人
が

確
認
で
き
ま
す
。

　

伊
達
市
内
に
は
倉
光
（
伊

達
・
氏
名
不
詳
）、
本
場
亭
種

彦
（
伏
黒
・
小
野
左
右
輔
）、

畠
竹
廣
（
伏
黒
・
冨
田
洋
々

亭
）、
広
大
寺
無
遍
法
師
（
伏

黒
・
光
臺
寺
住
隆
禅
）
の
名
前

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

中
か
ら
、
冨
田
洋
々
亭
の
狂
歌

を
紹
介
し
ま
す
。

ほ
と
と
ぎ
す

　
親
の
ま
ね
し
て
卯
の
花
の

　
　
雪
の
中
よ
り
告
る
一
声

『
狂
歌
陸
奥
百
歌
撰
』（
個
人
蔵
）
よ

り
洋
々
亭
の
掲
載
部
分

描
か
れ
て
い
る
人
物
は
洋
々
亭
で
あ

る
。「
畠
竹
廣
　
別
号
　
洋
々
亭
」
の

記
載
も
読
み
取
れ
る
。
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